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研究成果の概要（和文）：動物寓意詩6編を本文校訂翻訳、認知詩学的論考を行って動物名メタファーの対義・類義の
構造が虫類・鳥類・魚類・獣類・犬科内に並行して存在することを証明した。
古英詩からMiltonまでに見られる動物名・身体部位名直喩隠喩表現を収集分析し、Beowulfでは「手」の類語が人と行
為の比喩として顕著であり、The Merchant of VeniceでShylockの表象が雑種犬から狼に変容し、Paradise Lostでは一
連の動物がサタンの感情変化の表象となっていることを和文英文論文で示した。

研究成果の概要（英文）：In this collaborated research of figurative expressions in English, animal terms 
and body terms when they are used figuratively to denote personal types, characters or their behaviors 
have been collected and classified. Many and various examples from verse works from Old English through 
the 17th century and the series of animal fable poems in the 19th century, demonstrate the structural 
aspect of metaphor: synonymous, antonymous and hierarchical relationships among the literal meanings of 
the words are preserved in their metaphorical meanings. The results testify that parallel structures or 
corresponding patterns of synonymous groups and anonymous pairs in their metaphorical uses exist among 
the names of bugs and insects, birds, beasts and marine life.
We have published 19 articles on metaphorical uses of animal or body terms used in Beowulf, Shakespeare, 
Paradise Lost, to name a few, and translated six animal fable poems, which will be gathered together and 
revised for publication.

研究分野：歴史言語学
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、前回の科学研究費補助金
（2007～2010）による一連の研究論文で、英
語動物名（animal terms）と身体部位名（body 
terms）の比喩義の構造性の仮説を提出した。
動物名は、その動物に関連する動詞や形容詞
とともに、上位対下位（捕食者対獲物）、類
義の二つの系列で比喩義を発達させており、
哺乳類、鳥類、魚介類、虫のグループ内で並
行する比喩義の構造の存在が予想されるこ
と、身体部位名は headを上位に heartや hand
が下位、または対立項となり、eye, ear, mouth, 
tongue, nose などが五感と具体的な行為を意
味する換喩として比喩用法のネットワーク
を持っているという仮説である。 
本研究は、この仮説を実際の文学作品をコ
ーパスにして検証し、比喩義のネットワーク
を示すことを目的とした。前回の 4年間の研
究では 19 世紀の英国児童向け動物寓意詩に
着目して、虫、鳥、哺乳類の群れが登場する
4 編の関連作品を本文校訂し、脚注と和訳を
施した後にメタファーの論考を行ったが、本
研究はそれを続行し、海の生き物と犬の群れ
が登場する作品を研究対象とする。 
前回の科研費補助研究での副次的成果に
はメタファーに関する英語研究書の翻訳書
出版があった。これはメタファー研究の方法
論を学び、コーパスから用例を効果的に抽出
するためにMetaphor and Corpus Linguisticsと
いう専門書を研究代表者が主催する OED 研
究会において分担者、協力者 2名と共に精読
研究を続けた結果、出版に至ったものである。
今回の研究においても、英語の種々のコーパ
スを用いてメタファーや定型句を研究する
方法を論じた英語研究書を選び、研究の一環
として精読を行って、研究期間終了時に翻訳
を完了、出版することを目指す。 
 
２．研究の目的 
本研究はこの動物名メタファーと身体部位
メタファーの構造性仮説を、実際の各時代の
英語文学作品をコーパスにして検証するこ
とである。主たる分析対象は研究代表者の専
門である古英詩 Beowulfと他の英雄叙事詩・
宗教詩に見られる身体部位名称と「戦いの
獣」raven, eagle, wolf、中英語の動物寓意詩中
の動物名、そして研究分担者との共同研究対
象には Shakespeare の戯曲と詩に現れる動物
メタファー、19世紀初頭の英国児童向け動物
寓意詩 2編を選ぶ。分担者は英語叙事詩の動
物メタファーの研究対象として Shakespeare
に続く時代（17世紀）の大詩人 John Milton, 
Paradise Lostにおけるサタンの変容と心境の
関係を動物表象から論考する。このような時
代とジャンルの作品群を考察することで、古
英語から 19 世紀までの英語、特に英詩に見
られる動物メタファーの構造性・伝承系譜・
変化を明らかにする。 
 
３．研究の方法 

本研究では、研究代表者の専門である英語
歴史文献学の知識を生かし、各時代の英語辞
書、Beowulf, Chaucer, Shakespeare, Miltonなど
有名詩人・作品の種々の校訂版を収集・精読
して、動物名の象徴性、メタファー用法、直
喩表現についての言及や学説を参照する。分
担者は、その専門分野である認知言語学の知
識、特に最近発展しつつある認知詩学の方法
論を英詩テキストの分析、メタファー論考に
援用する。 
研究の手順としては、代表者は専門の古英
詩 Beowulfの身体部位名と動物名についての
論考、及び Shakespeare の戯曲に見られる犬
のメタファーの論考を行い、同時に 19 世紀
初頭に英国で連続して出版された動物寓意
詩のうち、海の生き物と犬が集団で登場する
2 作品の英語本文と日本語訳を準備する。こ
れについては研究期間中に英国図書館に 2度
出張して、稀覯本の英語本文を転写、帰国後
にその本文を校訂し、動物名を中心に脚注を
付けながら日本語訳を施して、共同研究用の
テキストを編纂する。それを用いて分担者は
動物名の比喩用法を構造性の観点から認知
メタファー論の手法を用いて論評する。分担
者はまた、Milton, Paradise Lostのサタンの変
容の過程を動物表象を通して分析する。 
 
４．研究成果 
研究代表者の古英詩 Beowulfの身体部位名
メタファー研究については、2012年に国際学
会 SHELL 2012において英語で発表後、2013
年に改訂英文論文を Peter Lang社から出版さ
れた英語史研究論文集に掲載した。この発表
内容が認められて国際英語正教授連盟
（IAUPE）の会員に推薦され、2014年より会
員、2016 年 7 月の連合王国 King’s College, 
University of Londonでの大会で発表を行うこ
とになった。大会に先行する中世英語シンポ
ジウムにおいても Beowulfのメタファーにつ
いて発表予定である。また Beowulf研究の成
果が認められて、日本中世英語英文学会の評
議員に 2016年に再選された。 
文学作品テクストを用いた動物メタファ
ー研究の成果としては、19世紀初頭英国で出
版のThe Feast of Fishesと The Council of Dogs
を本文校訂して日本語に訳し、その英語・日
本語本文を基に認知メタファー論からの比
喩義の分析を実施した。前回の科研費研究で
既に行った虫、鳥、哺乳類が登場する寓意詩
4 点に続き、今回、魚介類と犬科内での比喩
義の構造性が証明されたことにより、動物名
メタファーの構造性の仮説は実際の作品で
検証されたと言える。これらの寓意詩は英語
本文、日本語訳、メタファー論考をまとめて
改訂を施し、1 冊の研究書として今後の出版
を目指す。 
分担者は、本研究期間に執筆した和文・英
文論文をまとめ、大阪大学大学院文学研究科
に博士学位申請論文を提出し、博士（文学）
学位を取得した。その博士論文を改訂した研



究書 Metaphor of Emotions in English: With 
Special Reference to the Natural World and the 
Animal Kingdom as Their Source Domainsをひ
つじ書房から刊行した。 
分担者はまた、近年学界で注目を集め出し
た認知詩学の研究を進め、Milton, Paradise 
Lostのサタンの変容をテーマに、阪大英文学
会第 46 回大会におけるシンポジアムで招聘
講師として発表し、この内容が反響を呼んで、
朝倉書店から 2017 年に刊行される『認知言
語学大事典』の「認知詩学」の項目の執筆を
依頼されて、その原稿を提出した。 
副次的な成果としては当初の計画通り、本
研究課題の研究方法に多大な示唆を与えた
Hans Lindquist, Corpus Linguistics and 
Descriptions of Englishというコーパス言語学
の学術書を、研究代表者を中心とする OED
研究会の 4名のメンバーで輪読・翻訳し、大
修館書店より『英語コーパスを活用した言語
研究』と題する翻訳書を刊行した。 
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